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 人の脳循環測定に関する研究は1945年Ke七y&Schmid七の笑気法に始まり,KewiRら

 の直接FiCk法による局所脳血流測定,LaR臼enらのclearanCe法による局所脳血流量測定,

 Ny・ユinらの稀釈法による系統的研究,更にはOldondOrfらのRadihROtOpeによる脳

 循環時間の測定等角ぐの報告がある。が,脳血行動態に関与する5ケのpara皿eter臼,即ち

 脳血童及び脳循環時間の相互関係に関する報告はNy'linらのものに限られ,脳血流量と脳循畷

 時間との関連についても未だ必ずしも明らかではない。一般に脳循'環時間は流血中にある指示薬

 を投入し,血流により稀釈される状態,過程を観察,記録することにより得られる。本論文第一

 部ヂは色素を総頸動脈から,第二部ヂは末梢静脈から注入し,夫々内頸静脈上球ヂ稀釈曲線を記

 録し脳循環時間の検索を試みた。

第一部頸動脈注入法

 色素稀釈法f脳循環時間を測定し,5%cg吸入,純傷吸入及び過剰換気負荷が脳循環時間に

 及ぼす影響を検索し,色素稀釈法で求めた脳循環時間と笑気法学求めた脳血流量との関連につい

 て検討しプ㌔

 対象:対照群8例,脳循環境害を有する群29例である。

 方法:笑気法学脳血流量を測定し,次い千indOCyallinngreen1卯を頸動脈内へ急

 速注入し,記録は著者内科ヂ開発した∩u▽et七e七ypeden臼itometerを用い内頸静脈

 上球から行なつノ㌔得られた稀釈曲線からWっodらの指示薬希釈法シンポジ丁ム規定に従い,色

 素出現時間(t呂),色素上昇時間仕ap),最高色素濃度時間(むp),時定数(ハ,下降脚が片対

 数表上で直線化する最初の時刻(tl),最高色素濃度の1/10の値での曲線の巾(Rpread)

 色素消失勝闘(七pd)及び平均脳循壌時間伽丁つを箪出し方。更に5%GO2吸入,純02扱人

 或いは過換気負荷を行ない脳循環時間の変動をあわぜ検討しプ㌔

 成績:ln本法の希釈曲線は小循環系の色素希釈曲線に類似し,曲線の下降脚は片対数表上で

 直線化した。下降脚終末部は基線へ完全に復帰し再循環波へ移行するものと基線べ復帰しないヂ

 再循環波へ移行するものとあった。

 121希釈曲線の各時間因子は反復測定K際㌢阜妊な再現性を示した。
 15}希釈曲線から算定した時間附子は平均値士1標準偏差(秒、肇示すと,対照群で七a2.3±

 α5,ta・Pム4士0,8,七P5.7±1、1,τ2.0士:0.4,七1フ15士1.2,RpreadaO士1、0
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 tPd1〔工2±1.7,MTO6.8士〔19マ撃あっ方o

 141脳循壌障害を有する群の中脳血管境害22例下は七aとtapを除糞,他の時間因子ぱ対照群

 群より有意に延長していた。

 {515%Cら吸入負荷ヂは各時間因子は有意に短縮し,過換気では有意に延長し方。純0,吸入

 では各時間因子の変動は症例によって異なり,平均値ヂは延長をみたが有意ヂは攻かつた。

 161対象を文部省班会議診断基準に従い脳動脈硬化を認めるものと認めないものとの二群にわ耐

 て,色素希釈曲線の時定数及び平均∈歯循環時間が5%CO2吸入・純02吸入及ぴ過換気負荷に

 よ釦如何に変動するか比較検討した所,両群間千何れも変動率に有意差がなかつ方。

 171平均脳循環時間と笑気法で求め方脳血流量とはr=一巳45σ<巳q1),時定数と脳血流量と
 はr=一α66低巳01)の逆相関がみられた。

 第二部末梢静脈注入による簡便法

 脳循壌時間の測定は手技が簡蛍甲患者への侵襲が少なぐ,しかも精度の高い'方法でなされるべ

 盛ど考え,色素を末梢静脈より注人する方法を案出しブ㌔

 対象:第一部の方法や脳循環時間を測定した脳血管磁害を含む19名肇ある。

 方法:股静脈よりindony・aninegroen5叩を急速注入し,ea.rp'iecetype

 denRiむOm臼τerマ串耳1血続1,∩uve℃七e七ypeden円i七〇m臼七er・マ;内頸静肋(上球「由線を

 同時記録しプ㌔耳曲線は色素が頸動脈に到達する卦卦よその時点を現わすものと考え,これら両

 曲線の各時間因子の時間間隔を箪足し,第一部の方法で求めた平均脳循環時間との近似性につ養

 検討した。

 成績:蘭線の各時綱子嚇醐隔⑳歴第一部解均脳循環輔と舳近似し旙のは
 内頸静脈上球曲線の注入部位から記録部位に到る平均循環時間と同じぐ耳曲線の最高色素濃度時

 間との差fあり,その1直はZ7士1.4秒ヂあった。一方,同一対象の頸動脈注入法f得られた平

 均脳循環時間は8・2±1、5秒であり,前者とはr=0.88(Pくα01)の相関を示した。
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 審査結果の要旨

 Kety',La6sen,Nylin,Oldend.orf,Fie8chi及び本邦では相沢ら等々諸家

 の脳循壌に関する業績は鑓分多肉が,本論文では脳循環に関し以下の諸点を検索,解明してい

 る。すなわち,

 1・色素を頸動脈より注入し内頸静脈ヒ球より連続記録した悩色素希釈曲線より,WOOd・ら

 の指示薬希釈法シンポジアム規定に従い,脳循環暗闘を色素出現時間,色素上昇時間,最高色素

 濃度時間,'下降脚の時定数下降脚が片対数表上で直線化する最初の時刻,最高色素濃度の4/10

 の値での曲線の巾,色素消失時間及び平均脳循膜時間の各時間因子に分析した。

 2.脳血管瞳害群では対照群に比較し色素出現時間と色素上昇時間を除けば他のすべての時間

 因子は有意に延長していた。

 5脳脈管反応性を脳循環時間と脳動簿脈血ガス分圧の両面より検索したが,脳循環時間は5

 %炭酸ガス吸入負荷では動脈血炭酸ガス分圧の上昇に伴ない有意に・範締し,随意過剰換気負荷で

 は動脈血炭酸ガス分圧の低Fに伴ない有意に延長したが,純酸素吸入負荷では一定の傾向を認め

 なかった。

 主脳色素希釈曲線下降脚の時定数は笑気法の脳血流量と良好な逆相関関係にあ動一平均脳循

 濃時間と脳血流量とは大まかな逆相関関係を示した。、

 5更に色素を股静脈よウ注入し耳翼と内鎮静賑上球で同時誰撮した色素希釈曲線から脳循環

 時間測定の検索をした。すなわち耳曲線の最高色素幾度時闘と内墨臨争沢上球曲線の平均循興時間

 との時間間隔は平均脳循娯聴聞と最も近似値を示し,この値は実用に供しうるものと考えられた。

 以上のよう看研究成果から,本論文は十分学位授与に値すると考える。
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